学校保健学　PC演習資料
データの取り扱い

1. データファイルの作成
(1) データの形式　
行に観測変数（変量、調査項目など）、列に変数（被調査者、ケースなど）を並べる（図１）。
この配列であれば、ほとんどの統計処理に対応できる。
★データの入力をするときは数値や数式は[半角モード]で行う。
★データを編集する時には、「元データ」を別のシートにコピーし、「編集用データ」にしてから使用する。絶対に「元データ」を直接、編集・分析しないこと！！！！
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(2) 新しい変数の作成
　セルに算術演算子を用いて数式を書けば、入力済みの値から新しい変数を作成できる。
【演習１】身長と体重からBody Mass Index (体重kg／身長m2) を算出する。
　①セルK2に数式　=G2/(F2*0.01)^2　を入力する。
　②K2の右下の角にカーソルを合わせ(＋が表示される)コピーしたい範囲をドラッグする。
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また、IF関数を使ってセルL2に　=IF(K2>=25, "肥満", IF(K2>=18.5, "標準", "やせ"))　と
入力＆ドラッグすると肥満・やせを判定した変数が作成できる。
【演習2】ローレル指数についてもBMIと同様に変数を2種類作成する。
ヒント･･･　ローレル指数＝（体重（kg）／身長（cm）3）×107

　　　　　160以上；肥満、145～；肥満ぎみ、115～；正常、100～やせぎみ、100未満；やせ
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※【演習2.5】（余力がある人向け）
視力をA：1.0以上、B：0.9～0.7、C：0.6～0.3、D：0.3未満に分類する。
(3) 並べ替えとフィルタ
　「ホーム」→「編集」→「並べ替えとフィルタ」→「ユーザー設定の並べ替え」を選択すると、
選択した変数の値の大きさに従って昇順（小さい順）・降順（大きい順）に並べ替えることができる。
【演習3】学年・クラス・男女別に身長の低い順に並べ替える。
①（シートを全選択する場合）列Aの左▲をクリックする。
②「ホーム」→「編集」→「並べ替えとフィルタ」→「ユーザー設定の並べ替え」を選択する。
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★元に整列したいときは　学年・組・番号で並べ替えしなおすこと！
(4) 表の作成（ピポットテーブル）
【演習4】各クラスの男女の人数を一覧する。
　① メニューバーの「挿入」→「ピポットテーブル」を選択する。
② 使用するデータの範囲を指定する。（ここではA1～N446までを選択）
③ フィールドリストから［学年］［組］を右クリックし列へ追加、次に［性別］を右クリックし行とΣ値（データの個数/性別と表示される）へ追加する。
※ピポットテーブルや右下のボックスへ直接ドラッグ＆ドロップを行ってもフィールドを追加することが出来る。
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【演習5】　演習4の行列を入れ替えたテーブルを作成しましょう。
【演習6】　男女別に異常の有無の人数が分かる2×2表を作成しましょう。
2. 基本的統計処理
統計処理は関数を用いて行うのが一般的であるが、Excelでは「分析ツール」を用いると簡単な統計処理ができる。※「データ」⇒「分析」の中に「分析ツール」があるか確認！
★「分析ツール」がない場合：「ファイル」→「オプション」⇒「アドイン」⇒「アクティブではないアプリケーション」から「分析ツール」を選択し「設定」を押す。「分析ツール」にチェックを入れて「OK」を押す。
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(1) 基本統計量と度数分布　
【演習7】性別に身長の度数分布を調べる。
①「並べ替え」を使用して男女別にデータを　分ける。（ここでは男子のデータを扱う）
②「データ」→「分析」→「データ分析」から基本統計量を選択し、入力範囲に《男子の身長》を入力する。先頭行をラベルとして使用する場合はチェックを入れる。（入力範囲の先頭がラベルでない場合、☑にすると、先頭のデータは分析に含まれないので、先頭をラベルとして扱うか注意する。）
③ 基本統計量の最大値および最小値から、データの区間を決定し列へ入力する。
④「データ」･･･「データ分析」の中から「ヒストグラム」を選択し、入力範囲に《男子の身長》を入力する。データ区間には③で作成した区間データを入力する。※出力先やデータ区間は好みの範囲を指定できる。
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【演習8】男子と同様に女子の身長のヒストグラムを作成し、比較しましょう。
【演習9】体重についても、男女別に同様にヒストグラムを作成しましょう。
※（余力がある人向け）BMI、ローレル指数についても男女別に表を作成してください。
　
(2) 2群の平均の差の検定
　独立な2群の検定はt検定で行う。母集団の分散が等しいか否かの種類で異なるが、ここでは等分散を仮定したt検定を行う。
【演習10】男女の身長の平均値に差があるか検定する。

①「並べ替え」を使用し、性別ごとにデータを分けておく。

②「データ」･･･「データ分析」を選択し、「t検定：等分散を仮定した2標本による検定」を選択する。

③ 検定したい2群のデータのセル範囲を「変数1の入力範囲」、「変数2の入力範囲」に指定する。「仮説平均との差異」に0を入力し、「OK」をクリックする。
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【演習11】男女の体重の平均値に差があるか検定しましょう。
(3) 相関係数
例えば、身長と体重の関係など、2変数間の関係は相関係数によって求めることができる。

【演習12】身長と体重の相関を調べる。
① メニューバーの「データ」から「データの分析」⇒「相関」を選択する。
② 対象となるデータのセル範囲を「入力範囲」に指定する。
先頭行が変数名の場合には範囲を含め、「先頭行をラベルとして使用」をチェックし、「OK」をクリックする。
	　
	身長
	体重

	身長
	1
	

	体重
	0.763438
	1


（右は相関係数の出力例。
r＝0.763）
(4) ピポットテーブルの活用
【演習13】性別、学年別の人数、身長の平均・最小/最大値・標準偏差を一覧表にする。

① メニューバー「挿入」→「ピポットテーブル」を選択し、使用するデータ範囲を入力する。
② 行ラベルに［性別］と［学年］を、Σ値に［組］を挿入する。
③ Σ値ボックス内の▼をクリックし、組の値フィールドの設定を［データの個数］へ変更する。
　④ ［身長］も同様にΣ値へ挿入し、値フィールドを［平均］へ変更する。
　⑤　④を繰り返し［最小値］［最大値］「標準偏差」の項目も作成する。
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【演習14】体重についても身長と同様の表を作成しましょう。
【演習15】学年別に身長の度数分布を知る。
　行に［身長］、列に［学年］、Σ値に［データの個数/身長］を入れる。
【演習16】ピポットテーブルを用いて、性別の身長の度数分布表を作成しましょう。
※（余力がある人向け）学年別や性別の体重の度数分布表、ローレル判定・BMI判定についての度数分布表を作成しましょう。
行





列





男子のデータ範囲





ラベルを含んでいるか確認する





女子の身長





男子の身長
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